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　実はこの建物を明治時代に建てた時の仕様書にも‌「需品庫需品庫」‌と記載されていま

す。決して誤字ではないのです。ややこしい話ですが、海軍内には「需品庫」という部

署が存在し、そこの需品を保管する倉庫「需品庫」という意味の名称だったのです。‌

　海軍の「需品庫」という部署は何をするところだったのでしょうか。海軍需品庫条例

によると「需品庫は艦営需品の準備保存及び供給を掌る」とあります。つまり、艦艇に

積み込む補給物資を扱う部署ということです。この６号棟にも、様々な物資が保管され

ていたことでしょう。‌

　その後、６号棟は大正１３年に「第二水雷庫」に用途変更され、文字通り「水雷」を

保管する倉庫として使用されて終戦を迎えました。�

　舞鶴赤れんがパークには明治時代から大正時代に
旧海軍が建てたれんが造りの倉庫8棟が残り、国の重
要文化財に指定されています。舞鶴市では令和7年度
から貴重な近代化遺産を将来に大切に受け継いでい
くため、6号棟の保存修理工事に着⼿しました。�
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赤れんが６号棟の
正式名称のことなんですけど
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赤れんが６号棟
重要文化財を未来に引き継ぐ

同じこと２回言ってません？ 
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それではこちらをご覧ください 
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